
コースNo.25

月 日 時 間
事務連絡

部下指導の考え方と
進め方

部下指導の実践的な
手法（演習）

部下指導の計画的な
取り組み方（演習）

現場実践の振り返り

部下指導の
ブラッシュアップ

修了証書交付

科 目 内 容

※事務連絡等を含んだ時間：��時間��分

実践で学ぶ！部下指導の
考え方・進め方（�月）

～やる気と能力を引き出す指導法～

2022年

中井 嘉樹（なかい よしき）

（株）フェアウィンド
代表取締役

研修のねらい

講師紹介（敬称略）

研修のポイント

中小企業大学校

組織マネジメント

　働き方の多様化に加え、若手社員の主体性やコミュニケー
ション能力の不足が指摘されている中、管理者には部下を理解
し、コミュニケーションを十分に図りながら、適切な手法で指導
していくことが求められています。
　本研修では、部下指導の基本的な考え方を学んだ上で、現場
で活用できる手法と計画的な部下育成の取り組み方について、
演習を交えて学びます。またインターバルを活用して、現場での
部下指導で学んだ内容の実践に取り組みます。

部下指導の基本となるコミュニケーションや
リーダーシップも併せて学べます。

演習による実践の繰り返しによって、現場で
活きる部下指導の手法を身につけられます。

職場に戻って実践するインターバル課題が、
より深い「学び」になります。

����年生まれ。同志社大学卒業後、（株）内田洋行、（株）キーエンスを経て、（株）日本ブレーンセンター（現 エン・ジャパン（株））にてチーフコンサルタント・取締役を務めた後、現職。専門分野は、経
営戦略、リーダー・管理者育成、営業力・販売力強化などの戦略的な組織力・人材力強化を中心としたコンサルティング。豊富な現場実績と体系的な理論に基づいた実践的な指導で定評を得る。
経済産業大臣認定中小企業診断士、経済産業大臣推奨ＩＴコーディネータ。
近著「自分で売るな！部下に売らせろ！」（ＰＨＰ研究所）、「チーム力を高める魔法の力」（経営書院）、「はじめての部下指導の心得」（経営書院）、「会社を変える！４０歳の仕事力」（共著 ＰＨＰ研究所）、

「はじめてのＯＪＴリーダーの心得」（経営書院）、「新入社員基礎講座」（共著 経営書院）、「（イラスト）顧客満足［CS］の心得」（共著 経営書院）

研修期間

管理者・新任管理者層
対象者

30名

36,000円（税込）

定　員

受講料

会場

8/30   ～8/31火 水

（4日間、26時間）
10/3   ～10/4月 火

8/30
火

8/31
水

10/3
月

10/4
火

•  部下指導に現に携わっている方
•  インターバル期間中に携わる予定の方

部下がパフォーマンスを最大限発揮できるようにするた
めに、上司として部下指導に臨む際の考え方や姿勢、具
体的な指導の進め方について、事例を交えて学びます。

・ 部下指導における上司・リーダーの心構え
・コミュニケーションとリーダーシップの基本
・ 自己分析演習

効果的な部下指導を行うために、ティーチング等の考え
方や取り組み方を事例を踏まえて学びます。

・ティーチングとコーチングの違い
・リーダーシップを効果的に高めるコミニュケーション
・やる気を引き出す接し方と実践法　

部下指導を計画的に取り組む際のポイントと計画の立
て方を学び、自身の職場を想定した「部下育成プラン」
の作成に取り組みます。

・ 多様な部下の指導法
・ 計画的な部下指導の取り組み方
・「部下指導・育成プラン」の作成

インターバルでの実践結果の振り返りを踏まえて、「教え
方」や「計画」の見直しを行うとともに、きく・質問・面談
などの演習を踏まえて、部下指導のブラッシュアップを
図ります。

・コーチングの考え方と実践法
・ 周囲の協力を得て取り組む部下指導
・ 部下との面談の進め方（演習）
・ 上司自身・部下のメンタルマネジメント（演習）
・「部下指導・育成プラン」の改良

インターバルでの実践結果を振り返り、課題の整理を行
います。

・インターバルの振り返り（ディスカッション）
・ 改善ポイントの整理
・ 成長シナリオと役割・目標設定

インターバル課題：「職場での部下指導の実践」に取り組んで頂きます。

御堂筋キャンパス
大阪市中央区安土町2-3-13
大阪国際ビルディング27階
中小機構近畿 セミナールーム

御堂筋
キャンパス

コースNo.26

研修のねらい

講師紹介（敬称略）

研修のポイント

　IoTやビッグデータといった技術革新によって、様々なデー
タが入手できるようになる一方、企業経営や問題解決の場
面でのデータ活用の重要性が増し、データを正しく読み取
り、意思決定や問題解決に活用できる人材が求められる時
代になっています。
　本研修では、データ活用の重要性やデータを見る視点を
学んだ上で、企業経営や職場の問題解決におけるデータ活
用の考え方・取り組み方を事例演習を通して身につけます。

誤りやすいデータの読み方を理解します。

平均以外のデータの捉え方を学びます。

データを活用するフレームワークを学びます。

月 日 時 間
事務連絡

科 目 内 容

修了証書交付
※事務連絡等を含んだ時間：��時間��分

データの読み方講座
～ビジネスに役立てるデータの正しい捉え方～

中小企業大学校

企業経営・経営戦略

会場

2022年

研修期間

9/1   ～9/2 木 金

（2日間、14時間）

対象者

25名

22,000円（税込）

定　員

受講料

経営幹部・管理者
• データ分析に関心がある方
• 経営やマーケティング、問題解決に取り組む

管理者
・ データを正しく読み取れているか不安な方

御堂筋キャンパス
大阪市中央区安土町2-3-13
大阪国際ビルディング27階
中小機構近畿 セミナールーム

御堂筋
キャンパス

服部 繁一（はっとり しげかず）
中小企業診断士

上場企業にて、Webシステムの企画・設計・開発・管理、ITコンサルティングなどを経験した後、地域総合経済団体にて、インキュベーション・マネジャーを務め
る。現在は、中小企業診断士として実務、研究、教育に従事。実務面は、製造業・卸売業・物流業などさまざまな業界の起業希望者から中小企業経営者まで、
�,���社以上の経営および創業支援実績があり、特に多角的視点を持った事業計画作成の支援に定評がある。また研究面では、実務を踏まえて情報が中小
企業経営に及ぼす影響に関するメカニズムの解明に取り組んでいる。 

よく目にするデータを使って、陥りやすい誤ったデータ
の見方を確認するとともに、技術革新によって重要性が
増すデータ分析・活用について学びます。

・ 陥りやすい誤ったデータの見方（演習）
・ ビジネスに溢れるデータ
・ ビッグデータ、データサイエンスとは
・ AIによってデータ分析はどう変わるか

データを読み解くために知っておきたい統計の基本に
ついて、サンプルデータを読み解きながら学びます。

・ 「平均」以外の捉え方と関数の活用法　
・ データのばらつき
・ データの関係性
・ 需要予測の仕方

仕事をする上で触れることの多いデータについて、サン
プルデータを読み解きながら、データの読み取り方と判
断への活かし方を学びます。

・ グラフを見る―比較・変化・構成―
・ 財務データを見る
・ 販売データを見る
・ 在庫データを見る
・ アンケートデータを見る

思考フレームワークに触れながら、読み取ったデータを
問題解決や意思決定への役立て方を身につけます。

・ 定量分析と定性分析
・ 代表的なフレームワーク
・ アンケートの実施方法
・ データ活用のポイントと自社での活用法検討

9/1
木

9/2
金

持ち物

表計算ソフトが利用可能なノートパソコンや
タブレット（貸し出し可能です。）



■受講者について 【申込コースおよび受講希望者情報】研修テーマ：

今回の研修を知ったきっかけについて、該当するものに○をご記入ください。
1. 研修ガイド 2. チラシ 3. ホームページ 4. ウェブ広告・SNS 5. メルマガ 6. 他社の紹介・口コミ 7. 自治体・商工団体 8. 金融機関
9. 新聞・雑誌・ラジオ・街頭広告 10. 大学校・中小機構職員の訪問・電話 11. セミナー・イベント 12. その他（ ）

大学校使用欄

中小企業大学校 関西校
〒679-2282 兵庫県神崎郡福崎町高岡1929

TEL : 0790-22-5931   FAX : 0790-22-5942 E-mail : kenshu-kansaiko@smrj.go.jp

会場アクセス 中小機構 近畿本部
〒541-0052
大阪市中央区安土町2-3-13大阪国際ビルディング27階

■Osaka Metro（大阪メトロ）
堺筋線・中央線「堺筋本町」駅から徒歩２分（17番出口）
御堂筋線・中央線「本町」駅から 徒歩５分（3番・7番出口）
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コース

No.
年 齢 性 別

歳
1. 代表者 2. 役員 3. 管理者 4. 管理者候補等

歳

男

・

女

部 署 役 職
（役職を記載の上、該当区分に○）

（ふりがな）

受講者名

部 署 役 職

No.26

No.26

部 署 役 職
男

・

女

受 講 申 込 書FAX 0790-22-5942 令和 年 月 日

中小企業大学校関西校 研修担当 行

企業・団体名

ふりがな

代表者名（役職）
ふりがな

〒
住 所

TEL （ ） －

FAX （ ） －

部課名 氏名

TEL （ ） －

FAX （ ） －

E-mail：

住所：〒
（※連絡担当者が上記住所以外に在籍の場合はご記入ください）

代
表

連
絡
担
当

ふりがな

■貴社の概要について（必ずご記入ください）

（１）業種（該当する番号に○をおつけください）
D 建設業（06 総合工事 07 職別工事 08 設備工事）
E 製造業

09 食料品 10 飲料・飼料 11 繊維工業 12 木材・木製品
13 家具・建具 14 パルプ・紙 15 出版・印刷 16 化学
17 石油製品・石炭製品 18 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品 19 ゴム製品 20 革製品
21 窯業・土石製品 22 鉄鋼 23 非鉄金属 24 金属製品
25 汎用機械器具 29 電機機械器具 31 輸送機械器具 32 その他

G 情報通信業
H 運輸業
I-1 卸売業 I-2 小売業

a 繊維品 b 化学製品 c 機械器具 d 建築材料等 e 衣服 f 食料
g 医薬品 h 家具 i 什器等 ｊ その他（ ）

N サービス業 U その他（ ）

（２）資本金
万円

（３）従業員数
人

（４）創業年月
年 月

（５）主要取扱品目：

歳

男

・

女

No.26

部 署 役 職

●受講申込みにおける個人情報の保護について
中小企業大学校関西校では「個人情報保護法」に基づき、個人情報の適切な管理に努めてま
いります。皆様から頂戴しました受講申込書に記載されている内容をもとに、今後お客様に
有益と思われる研修など当機構内で実施する事業のご案内を郵便、電子メール、ＦＡＸ等で
お送りさせていただくことがあります。
また、研修実施にあたり、講師に個人情報を通知する場合がありますが、より効果的な研修
にすることを目的に行うものです。「個人情報」につきましてご質問がありましたら関西校
までお寄せいただくようお願いいたします。

●研修会場には、受講者用の駐車・駐輪施設がありませんので、ご来場にあたっては公共交通
機関のご利用をお願いいたします。また、宿泊施設は併設していませんので、宿泊が必要な
方は、各自でご手配をお願いいたします。

●お申込み方法
・こちらの申込書をFAXでお申込みいただくか、関西校HPのオンラインでお申込みください。
・受講申込後、開校日の約１か月前から「受講料振込依頼書」を郵送いたしますので、所定の
期日までに受講料をお振込みください。

・応募多数の場合はキャンセル待ちをいただくか、もしくは受講をお断りすることがございま
すので、お早目のお申込みをおすすめします。

●多くの研修には、自社の課題を分析する科目（演習）があり、受講者はその課題を持参いた
だくことが受講要件となりますが、ご対応いただけない場合などには、受講をご遠慮いただ
くことがありますので、あらかじめご了承ください。

(2226) データの読み方講座（大阪）

＜反社会的勢力でないことの確約について＞ 当社（当機関）は、暴力団等の反社会的な勢力に該当せず、今後においても反社会的勢力との
関係を持つ意思がないことを確約します。また、反社会的勢力に該当し、もしくは暴力的な要求行為等に該当する行為をしたことが判明した場合
には研修の受講を中止されても異議申し立てを行いません。

1. 代表者 2. 役員 3. 管理者 4. 管理者候補等

1. 代表者 2. 役員 3. 管理者 4. 管理者候補等

－ － ※緊急事態(研修中止等)の際、連絡するためにお聞しています

－ － ※緊急事態(研修中止等)の際、連絡するためにお聞しています

－ － ※緊急事態(研修中止等)の際、連絡するためにお聞しています

緊急連絡先（携帯）

緊急連絡先（携帯）

緊急連絡先（携帯）


